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論 文 内 容 の 要 旨

【研究 の目的】

日常臨 床上 多くの黄斑疾患 では,視 力低 下,中 心 視野障害のみならず 変視症を訴える.変 視症 とは,物 がゆ

がんで見える臼覚症状 であり,視 力や視野と同様 に患者 における視機 能の質を大きく左右 する重要な要 因となる.

しかし,今 まで,そ の定量的評価 は困難であった.そ こで1999年 に我 々は変視を定量化 可能なM-cHARTS貧

を開発した 本研究では.こ のM-CHARTSRを 用い,各 種黄斑疾患の病態と変視量の関係を検討 した.さ らに

M-CIIART9の 変視 定量における再現 性を評価し検査としての有用性 についても評価した.

【方法】

対象は,正 常眼46例46眼,黄 斑疾患を有す る66例74眼 で,NI-CIIARTSRに よる変 視定量法の再現性を

検討した。次 いで、特発性 黄斑 円孔30例30眼,硝 子体 手術を施行し円孔閉鎖後6ヶ 月以h経 過 をおえた特 発

性 黄斑 円 孔20例20眼,3年 以 一L自然経 過 をおえた特 発性 黄斑 前 膜21例21眼 に対 し,矯 正視 力,

M-CHART伊 による変視量,自 動静的視 野計OCTOPUSlO1プ ログラムM2に おける中心10度 内の網 膜視感

度を経 時的変化を調べ,さ らに眼底写真およびscanninglaserophthalmoscope(SLO)を 用いて得 られた眼

底所 見との対応を検討した,

【結 剰

M-CHARTSRに よる変 視量の再現性 は,正 常眼ではすべて0で あり,さ らに黄斑疾患では80%以 ヒの症例で、

1段 階qscore}以 内の変動であった 黄斑円孔症例 では,変 視 量は円孔径よりもHuidcu仔 の幅に相関を示 した.

また硝 ア体 手術後 に視力より変視量の方が早く改善する症 例が多く認められた.黄 斑前膜症 例では,自 然経過に

おいて黄斑 前膜の収縮 方向と変視 量の変化に相 関がみられた.す なわち縦 方向の収縮 は横線の変視 量に.横 方

向の収 縮は縦線の変視景に関 連がみられた.

【考察】

変 視 定 量 を臨 床 で 用 い るた め には,検 査 が 簡 便 で ある必 要 が あ り,良 好 な 再 現 性 が 要 求 される

M-CHARTSRで は,変 視が消 失する点線 からなる検 査視標を用いることで,被 検 者は 歪みの自覚の有 無を単に

答えるだけで変視症を定 量可能となり。 また良好な再現 性がえられた,変 視症を有する黄斑 疾患の形態学 的変化

と変視 量の関係からM-CIIARTSRに よる変視の定 量は,視 力や視野などの従 来の 視機 能検査とはとはまったく異

なった新しい視機能評価法であることが示唆 された.

【結論】

M-CHARTSRは,変 視を簡便に定量化 可能 な新しい検 査方法であり,黄 斑疾患 に伴う変視症評価に有用であ

る.
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

日常臨床上多くの黄斑疾患では、視力低下、中心視野障害のみならず変視症

を訴える。変視症とは、物がゆがんで見える自覚症状であり、視力や視野と同

様に患者における視機能の質を大きく左右する重要な要因となる しかし、今

までその定量的評価は困難であり実用化にいたったものはなかった。本論文で

は、独自に開発した変視を定量化可能なM-CHARTS⑧ を用い、M℃HARTS⑫ の

変視定量における再現性を評価 し、各種黄斑疾患の病態と変視量の関係を検討

した。

M-CHARTS⑪ では、変視が消失する点線からなる検査視標を用いることで、

被検者は歪みの自覚の有無を単に答えるだけで変視症を定量可能となり、また

良好な再現性がえられた。各種黄斑疾患の病態と変視量の関係における検討で

は、まず、黄斑円孔において円孔径とその周囲に存在するnuidcu{fと 変視量

の関係を検討した結果、変視は 伽ldcuffの 大きさに影響を受けることが明ら

かになった。最近では、黄斑円孔に対する硝子体手術が盛んに行われるように

なったが、視力以外の視機能を評価している報告は少なく、なかでも変視症と

いう主要な症状における定量化の報告は今までにない。M-CHARTS⑪ による変

視量は、黄斑円孔における変視症を鋭敏に反映 していると考えられた。次に黄

斑前膜の自然経過をみるために、独自の画像解析装置を用いて視神経乳頭およ

び脈絡膜血管を重ね合わせ、3年以上の経過中の黄斑前膜による網膜収縮量を

測定した.そ の結果から、M-CHARTS⑭ による変視量は、実際の網膜収縮量を

反映すると考えられた。黄斑前膜は長い経過をたどるものが多く 視力以外の

自覚症状では変視症が重要となる。M-CHARTS曾 を用いた変視量は、黄斑前膜

における今後の手術適応や治療評価の指標となり得ることが示唆された。

従来では定量化が困難であった変視症を短時間に定量化可能とし、実用化に

いたった検査表はM-CHARTS⑭ が初めてである。M.CHARTS⑨ を用いた変視量

という新しい視機能評価法は、今後これら各種黄斑疾患に対する治療法の適応、

評価判定などの面においても、新たな有益な指標となると考えられる。以上

の点から本論文は医学博士の学位を授与するに値するものと考えられる。
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